
那賀川水系大規模氾濫減災協議会 
令和元年１２月 取組状況 

 国土交通省では、平成29年の水防法改正により、努力義務から義務化された要配慮者利用施設における避難確保計画
の作成支援として、市町毎に対象となる要配慮者利用施設の管理者を集め、国や市町が講習会形式で計画作成の説明を
行う『講習会プロジェクト』を推進しています。今回は、講習会プロジェクトの一環として、阿南市全域の保育所所長
の勉強会に併せて、『全国で多発する（想定を越える）大洪水に備えるためには～阿南市の河川事情～』と題した出前
講座を令和元年12月23日に実施しました。 
 始めに、那賀川河川事務所より、平成30年７月豪雨、令和元年10月台風19号の洪水等、全国的に頻発している出水
状況や減災協議会の取組、災害時の情報収集の方法、浸水想定区域図を使った避難訓練等について説明を行いました。 
 また、那賀川河川事務所では、地域の自主防災会等の要望に応じて出前講座を実施しており、出前講座等を通じて避
難確保計画作成・訓練等の支援を実施していることを説明しました。  
 続いて、阿南市からは、水防法改正による努力義務から義務への変更点、現在の提出状況を説明し、未提出の施設に
ついては個別で対応していく旨の説明を行いました。 
 今後も地域住民に避難の重要性をご理解いただくために、出前講座等を通じて災害時の情報発信や避難確保計画作成
支援等について、積極的に対応していきたいと思います。 

■ 取組  
１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組 
（１）平時から住民等へ避難行動のための周知・教育・訓練に関する事項 
 ⑬要配慮者利用施設における避難確保計画の作成・支援及び                  【阿南市・四国地整】 

【出前講座の様子】 【職員による説明】 【当日の説明資料】 


